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1． はじめに 

干潟がヘドロ化して来た要因としては，有明海湾

内の水質汚濁が原因である可能性が指摘されている

が，下水道および合併浄化槽などの水質浄化施設の

整備率が90％程度 2）になっている現状から推察する

と，水質汚濁によるヘドロ化は的外れである可能性

が高いと考えられる．有明海に流れ込む多くの河川

では 1960～70 年代には河川からの川砂採取，1975

年以降のダム建設による堆砂によって，海への砂流

出量が減少し，有明海沿岸域ではヘドロ化した泥混

じり干潟が増加していると言われている 1）．本研究

室では，干潟のヘドロ化によって二枚貝類が大きな

影響を受け，その生息量が激減していると考え，ヘ

ドロ浄化実証研究に着手している．また，砂防・ダ

ム施設では，砂だけではなくその他の有機物なども

トラップされていることが指摘されており，これに

より沿岸域へのフルボ酸鉄の供給が減少 3）している

ことも十分に考えられる．本研究では，従来，砂干

潟であった箇所がヘドロ化する要因として，フルボ

酸鉄の供給不足を主要因として考え，研究スキーム

を組み立て，この手法による浄化機構の定量化を目

指している． 

 

2． フルボ酸鉄シリカ資材 

 地上に落ちた葉や枝が微生物によって分解され，

フルボ酸が出来る．このフルボ酸が土中の鉄と結合

してフルボ酸鉄となる．鉄はイオンのままでは酸素

に触れて鉄粒子に変わるが，フルボ酸と結合したも

のはフルボ酸鉄として鉄イオンのまま海へ行く．植

物プランクトンや海藻が養分を吸収できるように働

くのがフルボ酸鉄である． 

今回使用したフルボ酸鉄シリカ資材については，

参考文献 4)および 5)を参照していただきたい． 

 

3．調査地点と調査方法 

 フルボ酸鉄シリカ資材の効果を検証するために現

地での実験を行った．使用した資材(1袋 15 ㎏)はフ

ルボ酸鉄浄化資材 7.5 ㎏，海砂 7.5 ㎏を生分解性袋

(ユニチカ製)に入れたものを使用した．調査対象地

は熊本県長洲町の長洲地先干潟と熊本市の熊本新港

干潟，大分県宇佐市長洲干潟である．長洲町の長洲

地先干潟は，干潟の 5 か所を第 1 施工区，対照区

（2015 年 7 月施工），第 2 施工区（2015 年 12 月施

工），第 3 施工区（2016 年 7 月施工），第 4 施工区

（2017 年 8 月施工）と分け，第 1,3,4 施工区に 53

袋，第 2施工区に 50 袋の資材を設置した．対照区に

は資材は設置していない．現地調査は施工区と対照

区でのアクリル製のコアサンプラー（φ50mm、深さ

200mm）に採泥，RTK-GPS 測量器(TrimbleR4 73004-

00)を用いた地盤高の測量をした．長洲町の長洲地先

干潟は，第 1～4 施工区と対照区で合わせて全 34 地

点での底泥をコアサンプラー（φ50mm、深さ 200mm）

に採取，RTK-GPS 測量は 214 地点とその周辺で行っ

た．熊本新港干潟と宇佐市長洲干潟は，施工区から

5 地点，対照区の 1 地点でコアサンプラーに採泥を

行った．また，RTK-GPS 測量は施工区の 5 地点，対

照区の 1 地点及びその周辺で行った．3 つの調査地

でコアサンプラーに採取した底泥は,表層から 2.5

㎝までを表層土とし，2.5～5.0 ㎝に切り分け，泥分

率試験(粒径 75μⅿ未満の粒子の質量構成率)，強熱

減量試験(IL)(JIS A1226)，含水比試験（JIS A1203）

の実験を行った． 

 

図 1 フルボ酸鉄の働きのイメージ図（大分県ＨＰより） 

図 2 長洲地先干潟の第 1施工区と対照区の概要 
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図 3 熊本新港干潟と宇佐市干潟の施工区概要 
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⒋ 調査結果および考察 

 図 4および図 5の泥分率 20％のラインは，この

値以下であればアサリが生息するのに好ましいとさ

れている限界値である．また，図 4と 5では実線が

表層 2.5 ㎝，破線が 2.5～5 ㎝部分の値を示してい

る． 図 4から，長州地先干潟での泥分率は，第 1

施工区では施工開始からおよそ 1年間は泥分率が

20％以下に保たれており，資材の効果が見られる．

16 年 7 月に 26 袋投入した後は少し高くなり，約

40％付近まで上がったが，その後再び泥分率が

20％以下になってきている．対照区は潮の流れに伴

い泥分率の値が大きく変動しており，夏場を中心に

20％を超える期間がほとんどであることが分かる．

図 5から，熊本新港干潟は調査を始めて 3か月間で

徐々に下がってきている．宇佐市長洲干潟は初めか

ら低い値を示しており，12 月にはさらに低い泥分

率を示している．図 6より長洲地先干潟の地盤高

は，調査開始してから 2018 年 12 月までの変化は大

きな変化は見られなかったが，施工区では-0.4ｍか

ら-0.3ｍの間で推移しており月ごとの変化も小さ

くなっている．逆に対照区では，地盤高が月によ

って大きく変化していることが分かる．図 7よ

り，熊本新港干潟での地盤高さは，上がっている

月もあるが，調査開始より地盤高が下がっている

ことが分かる．同様に宇佐市長洲干潟でも 3か月

間で地盤高が下がってきていることが分かる． 
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図 7 熊本新港干潟と宇佐市干潟の地盤高変化 

図 6 長洲地先干潟の第 1施工区と対照区の地盤高変化 

図 4 長洲地先干潟の第 1施工区と対照区の泥分率変化 

図 5 熊本新港干潟と宇佐市干潟の施工区と対照区での

泥分率変化 
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